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資料館では 
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10
周
年
記
念
に 

い
の
ち
の
作
文 

深
澤
晟
雄
資
料
館
開
館
10 

周
年
記
念
事
業
と
し
て
岩
手

県
内
の
小
中
高
校
生

を
対
象
に
「
い
の
ち
」

を
考
え
る
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

資 
 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝
け

い
の
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
共
催
で
、
生

命
尊
重
の
深
澤
精
神

を
次
世
代
に
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は

資
料
館
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平成 20年 10 月開館以来 10 周年を迎える深澤
晟雄資料館。    （今年４月 26 日撮影） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の

会
が
運
営
す
る
深
澤
晟
雄
資

料
館
は
、
今
年
10
月
で
開
館

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
生
命

尊
重
行
政
を
推
進
し
た
旧
沢

内
村
の
深
澤
晟
雄
村
長
の
業

績
を
展
示
し
、「
い
の
ち
の
発

信
基
地
」
と
し
て
平
成
20
年

10
月
1
日
開
館
し
ま
し
た
。 

開
館
以
来
、
今
年
３
月
末

ま
で
全
国
各
地
を
は
じ
め
海

外
を
含
め
て
２
万
２
千
人
の

入
館
者
が
あ
り
、
生
命
尊
重

の
深
澤
理
念
は
広
く
世
界
に

向
け
て
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

いのちの資料館 

今
年
も
海
外
か
ら
来
館 

 
  

「
資
料
館
は
世
界
の
財
産
」 

“ 
 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
＝
国

際
協
力
機
構
）
の
研
修
で
今

年
も
２
月
９
日
、
途
上
国
と
い

わ
れ
る
５
カ
国
８
人
の
研
修

員
が
資
料
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
３
カ
国
４

人
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
２
カ
国

４
人
の
皆
さ
ん
で
す
。 

「
母
子
保
健
」
が
研 

修
テ
ー
マ
で
、
参
加 

者
は
各
国
を
代
表
す 

る
保
健
省
庁
の
専
門 

職
で
、
英
語
を
共
通 

語
に
来
日
し
ま
し
た
。 

資
料
館
ガ
イ
ド
に
は 

通
訳
を
通
し
て
積
極 

的
な
質
問
が
あ
り
、 

半
世
紀
前
の
記
録
映 

画
で
英
語
解
説
版
の 

「
自
分
た
ち
で
生
命 

を
守
っ
た
村
」
は
真 

剣
な
表
情
で
見
入
っ 

て
い
ま
し
た
。 

研
修
員
一
行
を
案 

内
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
の
関
係
者
・
浅
村
里
沙
さ

ん
は
資
料
館
の
感
想
ノ
ー
ト

に
「
今
日
の
訪
問
は
生
涯
忘

れ
ら
れ
な
い
学
び
で
あ
り
、

全
世
界
に
と
っ
て
財
産
で

す
」
と
一
行
の
熱
心
な
姿
に

感
想
を
記
し
て
い
ま
す
。 

     

開館から 10周年 

 

資
料
館
は
昭
和
38
（
１
９ 

６
３
）
年
旧
沢
内
病
院
看
護 

婦
宿
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
、豪

雪
地
で
も
健
康
生
活
が
保
た

れ
る
モ
デ
ル
住
宅
第
１
号
と

し
て
設
計
施
工
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

そ
こ
で
深
澤
精
神
が
宿
る

「
い
の
ち
の
資
料
館
」
に
最
適

施
設
と
し
て
転
用
開
設
以
来

10
周
年
を
迎
え
た
も
の
で
す
。 



  

深澤晟雄資料館／〒029-5614 西和賀町沢内字太田 2-68   

  

TEL&FAX 0197-85-3838 
E ﾒｰﾙ    masao@nisiwaga.net 

 

資料館の 

感想ノートから 
 

程
度
理
解
し
て
い
た
が
、
実
際
の

資
料
等
を
目
に
し
て
深
澤
村
長
の

村
民
に
対
す
る
思
い
や
生
命
の
大

切
さ
を
よ
り
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    (

長
野
県 

小
嶋
雄
太 

様
） 

理
想
の
医
師
像 

医
療
像
考
え
る 

貴
重
な
資
料
や
お
話
を
通
し
て

多
く
の
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
将
来
医
師
に
な
る

も
の
と
し
て
、
自
分
の
理
想
の
医

師
像
、
医
療
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
こ
に
来
ら
れ
た
こ
と
を
本
当

に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、

い
つ
か
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
日
を
願

っ
て
…
。 

（
山
形
大
学
医
学
部 

安
田 

様
） 

          

 

憲
法
生
か
し
て 

医
療
費
無
料
化 

映
画
で
は
観
て
い
た
の
で
す
が
、

（
病
院
の
）
高
橋
事
務
長
さ
ん
の

お
話
を
伺
い
、
改
め
て
憲
法
25
条

を
柱
に
（
医
療
費
）
無
料
化
を
勝

ち
取
っ
た
深
澤
村
長
の
話
は
感

動
、
感
動
で
し
た
。
ぜ
ひ
、
若
手

の
医
師
、
医
療
人
に
聞
か
せ
た
い

思
い
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。【
文
中
（ 

）
は
編
集
部
】 

 

（
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
協
会 

 
 

 
 
 

   

吉
田
雄
次 

様
） 

     

資
料
を
目
前
に 

深
澤
精
神
実
感 

       

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の

一
環 

 

一
環
と
し
て
こ
ち
ら
に        

 
 
 
 
 
 

に
足 

 
 

足
を
運
び
ま
し
た
。
深   

澤      

澤
村
長
の
功
績
は
あ
る 

 

す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
深
澤
晟
雄

の
話
を
、
い
ろ
ん
な
方
に
伝
え
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
和
田
俊
太
郎 

様
） 

学
ぶ
こ
と
大
の 

地
域
保
健
医
療 

  

岩
手
県
立
大
学
看
護
学
部
の
地

域
実
習
で
資
料
館
に
来
館
し
ま
し

た
。
深
澤
さ
ん
の
地
域
医
療
の
考
え

や
保
健
師
の
あ
り
方
に
つ
い
て
大

変
大
き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
川
村
咲
季 

様
） 

県
立
病
院
か
ら 

地
域
医
療
実
習 

 

岩
手
県
立
中
部
病
院
か
ら
地

域
医
療
実
習
で
参
り
ま
し
た
。 

 
 

普
段
の
病
院
の
業
務
で
も
保

健
活
動
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
も

重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
域
の
た
め
に
尽
力
す

る
姿
に
は
非
常
に
感
動
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
日
々
働
き
た
い
と
思
い
ま 

ご
寄
付
に
感
謝 

  

福
島
県
郡
山
市
富
田
町 
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神
奈
川
県
小
田
原
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~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

「人のため 人を想う」を学ぶ 

大学の演習の関係で訪問しました。深澤

晟雄村長ほど村民を想い、村民のために尽

力された方は他にいないと思います。こう

した偉大な方がいたということを知ってい

ると知らないとでは全く違うと思います。    

人のためになる、人を想うということが

どういうことなのかを学ぶことができまし

た。本日はありがとうございました。      

（岩手県立大学  延足尚哉 様） 


